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平成２３年度第３回資産運用評価委員会 議事要旨 

 

 

１．日時   平成２３年９月２９日（木） 14：00～16：00 

 

２．場所   退職金機構ビル ７階大会議室 

 

３．出席者  奥村委員、小粥委員、鈴木委員、宮森委員、米澤委員 

 

４．議事要旨 

 

（１）平成２２年度資産運用結果の全般にわたる個別具体的な評価について 

各委員の評価コメントを評価項目ごとに整理した資料に基づき、又、委員からの質

問や検討課題に対する回答を評価項目ごとに報告したうえで、検討課題等が提示され

た項目を中心に審議が行われた。 

 

① 中退共に関する審議（資料１－１） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価したうえで、留意点として、「累積

欠損金の解消に向けた努力」と「制度の安定的運営に必要な収益が確保されるよう、

引続き努力」が必要とされた。 

 

② 建退共（給付経理）に関する審議（資料１－２） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価された。 

 

③ 建退共（特別給付経理）に関する審議（資料１－３） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価された。 

 

④ 清退共（給付経理）に関する審議（資料１－４） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価された。 

 

⑤ 清退共（特別給付経理）に関する審議（資料１－５） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価された。また、運用体制の整備につい

て、各事業部門との連携を強化し、規模の小さい事業部門が十分な対応ができないことの

ないよう、引き続き努力する必要があるとされた。 

 

⑥ 林退共に関する審議（資料１－６） 

全般として適切な資産運用が行われていると評価された。また、運用体制の整備につい

て、各事業部門との連携を強化し、規模の小さい事業部門が十分な対応ができないことの

ないよう、引き続き努力する必要があるとしたうえで、留意点として、「累積欠損金の解

消に向けた努力」が必要とされた。 

 

 

（２）その他（独立行政法人評価委員会における結果報告）（資料８） 

事務局より、厚労省の独立行政法人評価委員会における当機構の評価結果の報告が

なされた。 

 

 

（３）今後の予定について 
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    第４回は開催しないこととし、最終報告書案については各委員へメールか文書で確

認をしていただき、そのうえで委員長へ一任することで了承された。 

 


